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新 た な 価 値 を 創 造 し 続 け る



　平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　当社グループの2025年3月期業績は過去最高を更新
し、2019年3月期から7期連続の増収、4期連続の増益・
増配を達成いたしました。さらに、トレイダーズ証券
において、お客様からお預りする資産も前期比で大幅
に増加し、1,122億円となりました。これらの成果は、
株主様やFX投資家の皆様をはじめ、全てのステークホ
ルダーの皆様のご支援の賜物であり、心より感謝申し
上げます。

　当期は、当社グループの競争戦略が他社との差別化
を明確に示した年となりました。当社が大幅な増収増
益と預り資産の増加を同時に達成する一方で、他の主
要FX事業者の多くは預り資産の増加や業績の向上に苦
戦しており、業界内での当社の位置付けが一層強固な
ものとなりました。

　株主の皆様への還元につきまして、2023年3月期よ
り、DOE（株主資本配当率）を基準とした配当政策を
導入いたしました。当社グループの持続的な成長と財
務基盤の強化に伴う純資産の拡大を反映し、過去4期に

わたり着実に配当金を増加していくことを実現いたし
ました。当期の配当金は4期前と比較して3.2倍となり、
株主の皆様への利益還元を大幅に拡充し続けており、
この結果は、当社の持続的な成長と株主様への還元の
両立を示すものと自負しております。

　私たちは、現在、2024年4月に公表いたしました中
期経営計画『Traders Group Vision for 2027』にお
ける預り資産1,450億円の目標達成に向け、さらなる成
長施策を計画しております。弛みない預り資産の拡大
と業績の向上、純資産の積み上げを通じて、株主の皆
様への還元を着実に実行してまいります。

　そのためには、これからも時流を見据えた革新的な
サービスの提供と持続可能な成長戦略の実行により、
企業価値の向上に邁進いたします。株主の皆様におか
れましては、今後とも変わらぬご支援を賜りますよう、
心よりお願い申し上げます。

～過去最高業績を今期も更新
　持続的な成長戦略でさらなる飛躍を目指す～

『TOP MESSAGE』

トレイダーズホールディングス株式会社
代表取締役会長兼社長
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決算ハイライト（2021年3月期～2025年3月期）
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自己資本規制比率とは、金融商品取引
業者の経営の健全性を測る指標のこと
で、金融商品取引法においては、例え
ば140％を下回った場合には金融庁に
届出を提出することなどが求められて
います。2021年3月期には、397.8％
でしたが、当期末は702.6％と健全性
が増強されております。
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科目
第25期

2023年4月  1日から
2024年3月31日まで

第26期
2024年4月  1日から
2025年3月31日まで

増減 

営業収益 10,103 13,429 3,325
受入手数料 80 74 △6
トレーディング損益 9,787 13,210 3,423
金融収益 1 17 15
その他の売上高 234 127 △107

金融費用 53 40 12
売上原価 138 89 48
純営業収益 9,912 13,299 3,387
販売費及び一般管理費 5,499 6,665 1,165

取引関係費 1,811 2,059 248
人件費 2,275 3,005 730
不動産関係費 692 689 △3
事務費 82 65 △17
減価償却費 328 372 43
租税公課 102 235 132
その他 205 237 32

営業利益 4,412 6,634 2,221
営業外収益 9 28 19
営業外費用 31 12 △19
経常利益 4,389 6,650 2,260
特別利益 3 0 △2
特別損失 32 7 △24
税金等調整前当期純利益 4,360 6,643 2,283
法人税、住民税及び事業税 758 1,977 1,219
法人税等調整額 267 118 △148
法人税等合計 1,026 2,096 1,070
当期純利益 3,334 4,546 1,212
非支配株主に帰属する当期純損失（△） △0 △0 △0
親会社株主に帰属する当期純利益 3,334 4,547 1,212

（単位：百万円）

その他の売上高は、システム開発・
システムコンサルティング事業の
外部顧客に対する売上高です。
FleGrowthは当期もトレイダーズ
証券向けのシステム開発・改修等
に注力し、外部売上は減少しまし
た。今後は、生成AIを用いたツー
ルを開発し活用したコンサルティ
ングサービス等の提供を目指すな
ど、Fintech以外の領域でも外部
売上を増加させていきます。

高賃金と高ROEの両立を継続して
まいります。当期は会計上の見積
もり変更の影響による一時的な費
用増もありました。

税金等調整前当期純利益の増加に
加え、法人税負担率が法定実効税
率に近づいたことによります。

預り資産増加を目指し広告宣伝活
動を毎期積極化する方針であるた
め、費用は増加となります。

当社創業以来の最高益を更新する
ことができました。

連結損益計算書

高金利通貨を中心に訴求した施策
が奏功し預り資産が順調な積み上
がりを見せていた中で、特に上期
に局所的な相場大変動が複数回発
生し、トレーディング損益は過去
最高を更新しました。
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科目 第25期
（2024年3月31日）

第26期
（2025年3月31日） 増減 

資産の部
流動資産 116,378 123,381 7,003

現金及び預金 8,850 12,121 3,270
預託金 99,572 101,921 2,348
トレーディング商品 1,200 80 △1,120
短期差入保証金 5,970 8,484 2,513
その他 806 774 △32
貸倒引当金 △23 △0 23

固定資産 1,814 1,667 △147
有形固定資産 257 190 △66
無形固定資産 744 825 81
投資その他の資産 813 651 △161

資産合計 118,193 125,048 6,855
負債の部

流動負債 103,884 107,419 3,535
トレーディング商品 298 998 700
預り金 26 19 △6
受入保証金 100,113 102,653 2,539
短期借入金 1,127 971 △156
1年内返済予定の長期借入金 393 88 △304
1年内償還予定の社債 600 － △600
未払法人税等 505 1,672 1,167
賞与引当金 273 288 14
その他 546 726 180

固定負債 187 213 26
長期借入金 112 67 △45
役員退職慰労引当金 33 53 19
退職給付に係る負債 41 86 44
その他 0 6 6

負債合計 104,071 107,633 3,561
純資産の部

株主資本 13,991 17,225 3,233
資本金 1,564 1,564 －
資本剰余金 961 1,012 51
利益剰余金 12,386 16,157 3,771
自己株式 △921 △1,509 △588

その他の包括利益累計額 78 63 △14
為替換算調整勘定 78 63 △14

新株予約権 49 123 73
非支配株主持分 0 3 2
純資産合計 14,121 17,415 3,294

負債・純資産合計 118,193 125,048 6,855

（単位：百万円）

連結貸借対照表

顧客から受け入れた預り金を当社
固有の資産と区別して分別保管し
ております。顧客預り資産が増加
となり受入保証金勘定が増加した
ため預託金勘定も増加しました。

顧客へより良いレートを提示すべ
くPrime Brokerとの取引を開始
し当該金融機関への差入保証金が
増加、それにより全体としても増
加となりました。

FleGrowthにおいてFX取引シス
テムおよび暗号資産CFD取引シス
テムを開発することで増加しまし
た。

CVCファンドへの出資で投資有価
証券が増加した一方で長期前払費
用および繰延税金資産が減少した
ことによります。

主に顧客預り資産に対応する勘定
科目です。

当期末の有利子負債残高は前期末
残高と比較し1,106百万円減少し
ました。一方で、金融機関3行と
総額1,000百万円の当座貸越契約
を締結しております。当社の総資
産の大半を占めるFX取引に関連す
る資産・負債は、顧客の取引状況
により日々バランスが大きく変化
しますので、金融機関からの資金
調達を行い十分な流動性を確保し
てまいります。

機動的な自社株買いの意思決定を
行い、実施しました。

役職員向けにストック・オプショ
ンの発行を行いました。

純資産は対前期末比で3,294百万
円増加し、財務安定性がさらに高
まりました。
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業績およびKPIの推移
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※�FXに関する月次預り資産をウェブサイト又は開示書類で公表している企業より
掲載しております。

預り資産増減推移　―着実な成長、信頼の証し―
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0

✓ 預り資産

1,100億円を超過

✓ 業界順位を一つ上げ

4位から3位※へ

4期連続
増益

7期連続
増収
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2026年3月期の施策
●	�みんなのFX 待望の“LIGHTペア”をリリース
	 ●　LIGHT FXでリリース済の業界最高スプレッド・スワップ“LIGHTペア”をみんなのFXから4月にリリース
	 ��●　�みんなのFX“LIGHTペア”は“さらなる業界最高”のスワップと小数点以下4桁の圧倒的スプレッドを提供

通常モード

業界最高高スワップ
狭スプレッド

業界最高を上乗せ！

●	�あらゆる相場環境に対応した 
安定的な収益源の拡大

	 ●　�レンジ相場のような為替相場のボラティリティが低
下した期間における収益力強化が経営課題

	� ●　��あらゆる収益機会に対応したストラテジーが選択可
能なシステム・トレードの強化、短いスパンの相場展
開を予測するバイナリーオプションは、レンジ相場
での取引機会を提供し、さらなる収益獲得を目指す

●	大口顧客（ロイヤルカスタマー）戦略
	 ●　��当期はさらにロイヤル対応へ注力し、エンゲージメント向上を計画　

預り資産の増加と収益増加を見込む

ロイヤル
カスタマー

ロイヤル
カスタマー
増加

ロイヤルロイヤル
潜在層潜在層

ロイヤル
カスタマー

収益

ロイヤル
カスタマー

収益
大口取引量

活性化

顧客数
顧客数

営業収益全体 営業収益全体
取引減少

レンジ相場
取引増加

トレンド相場

レンジ相場でも取引の
ボリュームアップを図る！

業界平均水準

業界最高水準
2025年4月みんなのFXにも“LIGHTペア”を導入
• �通常の通貨ペアと比較して、受取スワップポイントがさらに増額

＆スプレッドがさらに縮小された、初心者も経験者も取引しやす
い通貨ペア

• �みんなのFX“LIGHTペア”では、各提示レートを「小数点以下4桁」
まで表示 
顧客の収益機会を拡大

LIGHT FX“LIGHTペア”を上回る
スワップ・スプレッドを提供

ロイヤルカスタマーは、顧客数の割合は少ないものの、全体取
引量に占める割合は相当規模に達しており、この領域の強化は
全体取引量の拡大に直結する
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配当開始以降4期連続で増配を実現　4年間で配当金額は3.2倍 DOEでは5％
事業の成長とともに高い株主還元を実現
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サステナビリティ
●	�金融リテラシー向上への取り組み
	 前期に引き続き高校生向けのジョブシャドウイングを実施
	 今期は2回開催し、海外の学生からもご参加いただきました
	� 「金融教育の推進」の一環として、今期は7月と8月に2回「ジョブシャドウイング」プログラムを実施。神奈川県の私立聖光学院中学校高等

学校様は昨年に引き続き2年連続での実施となりました。また昨年のジョブシャドウイングのリリースをご覧になったマレーシアのイン
ターナショナルスクールISKLの日本人高校生の皆様が参加してくださいました。

●	トレイダーズホールディングス、トレイダーズ証券、FleGrowthの当社グループ3社は、
	 「健康経営優良法人2025（中小規模法人部門）」に初めて認定されました
	� 「健康経営優良法人認定制度」は、地域の健康課題に即した取り組みや日本健康会議が進める健康増進の取り組みを

もとに、特に優良な健康経営を実践している法人を顕彰する制度です。
	� 「トレイダーズ・グループは、職場の安全と社員ひとりひとりの心身の健康を守り、従業員が社会的にも満足するという状態を作り出すた

めに、ウェルビーイング経営に取り組む」との社内環境整備方針のもと、以下のような施策を積極的に推進してまいりました。

	� ◦�健康診断の受診（定期健康診断の実施、がん検診や婦人科健診等オプション検査の費用補助）
	� ◦�メンタルヘルスケアの充実（ストレスチェックの実施、カウンセリング体制の整備）
	 ◦�適切な働き方の実現（労働時間の適正化、有給休暇取得の促進）
	� ◦�運動機会の増進、従業員間のコミュニケーション促進 

（スポーツイベントへの参加、社内クラブ活動の実施）

	� 今回の認定を励みとし、今後もグループ一丸となって従業員
の健康維持・増進と働きやすい職場環境の整備に取り組み、
企業価値の向上に努めてまいります。

聖光学院中学校高等学校様の参加風景 The International School of Kuala Lumpur （ISKL）様の参加風景
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サステナビリティ

当社グループが本社を置く渋谷区と連携し、
区内の小学校と中学校において出張授業プログラムを開始

昨年4月に東京都渋谷区の全ての公立小・中学校で探究「シブヤ未来科」が本格的にスタート。学校と企業が連携して進

める形式の様々な探究プログラムの中から当社グループが渋谷区に提案させていただいた金融リテラシー向上支援を

主眼とする出張授業プログラムを、区内の長谷戸小学校と渋谷本町学園中学校に採択していただき、両校ともに数カ月

にわたり全5回の授業を終了。80%を超える生徒さんから肯定的な回答を頂戴しました。

渋谷本町学園中学校での授業風景

来年度も講師を派遣する出張授業や職場体験プログラムの実施、その他各種イベントへの参加を
通じて、幅広い層の金融リテラシーの向上に資する金融経済教育活動を実行し、サステナブルな社
会の実現に貢献してまいります。
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長谷戸小学校での授業および会社訪問風景

当社グループのサステナビリティについて
より詳細に記載しております。
ぜひご参照ください。

https://www.tradershd.com/sustainability/

生徒の皆さんからのコメント
「日本の金利がほかの国と比べて本当に低いことに驚いた。」
「最も印象に残ったことは、複利のチカラです。」
「最初の方は何を言っているのかわからないことだらけだっ
たけど、井口さんの話を通して理解できるようになり、ほか
の人よりも得したと思うし全てのことについてプラスに
なったと思います。」

児童の皆さんからのコメント
「とてもわかりやすく簡単に税やお金、投資のことにつ
いて知れたので良かったです！」

「日本だとこんなに少ない金利も海外に目を向けてみる
と、こんなにも違いがあるんだなと驚きました。」

「自分たちが新しい世の中を生き抜くための知識を得る
ことができました。」
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見やすく読みまちがえ
にくいユニバーサル
デザインフォント
を採用しています。

会社概要（2025年6月25日現在）

役員の状況（2025年6月25日現在）

会社名 トレイダーズホールディングス株式会社
英訳名 TRADERS HOLDINGS CO.,LTD.
所在地 〒150-6028　東京都渋谷区恵比寿四丁目20番3号

恵比寿ガーデンプレイスタワー28階
設立年月日 1999年11月5日
代表者名 代表取締役会長兼社長　金丸　貴行
従業員数 連結278名　単体18名（2025年3月31日現在）
資本金 15億64百万円
主な子会社 トレイダーズ証券株式会社

株式会社FleGrowth
会社URL https://www.tradershd.com/

代表取締役会長兼社長 金丸　貴行
代表取締役副社長 金丸　武嗣
常務取締役 新妻　正幸
社外取締役 市川　正史
社外取締役 川畑　大輔
取締役 常勤監査等委員 小俣　真一
社外取締役 監査等委員 菅川　　洋
社外取締役 監査等委員 淺枝　謙太

株式の状況（2025年3月31日現在）

発行可能株式総数 42,000,000株
発行済株式の総数 29,538,647株
株主数 12,051名

単元未満株式の買取り・買増しについて
【ご注意】
当社の最低売買単位（1単元）は100株であり、単元未満株式 

（1～99株）については、証券市場で売買をすることはできません。
単元未満株式をご所有の株主様は、当社に対し、市場価格で、
◦単元未満株式をご売却（買取制度）または
◦�単元未満株式につき、単元（100株）にするために必要な株数

を当社からご購入（買増制度）いただくことが可能です。
【買取制度】
（例）65株をご所有の株主様の場合
→ 当社が、65株を市場価格で買い取らせていただきます。

【買増制度】
（例）65株をご所有の株主様の場合
→�35株（ご所有の65株を100株にするために必要な株式）を、

当社から市場価格でご購入いただけます。
【本件のお問い合わせ先】
〈証券会社に口座をお持ちの株主様〉
　株主様の口座のある証券会社

〈特別口座に口座をお持ちの株主様〉
　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
　0120-232-711（東京）
　0120-094-777（大阪）
お取引のある証券会社等へ支払う手数料については、別途証券会
社等にご確認ください。
特別口座に記録されている単元未満株式につき買取・買増請求を
される場合は、手数料は無料となります。

主要テレビ局ニュース番組からの取材依頼が飛躍的に増加トレイダーズ証券の専門性と分析力が広く認知される


